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Non-superiority of Kakkonto, a Japanese herbal medicine, to a
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日間に 2 日間以上出現するかどうか、とした。二次的評価項目は、5 日間お
よび 7 日間の重症度の曲線下面積（各日の症状スコアの累積）、観察期間 7





が 1 つ以上研究参加時に重症であった者など 67 名を除外し、解析対象者は
340名（葛根湯群 168名、総合感冒薬群 172名）であった。研究参加時の両
群の参加者の特性は、類似していた。主たる評価項目である 3 系統の症状の
1 つ以上が中等度以上の状態が服薬後 5 日間に 2 日間以上出現した者は、葛
根湯群が 38 人（22.6％）、総合感冒薬群が 43 人（25.0％）で、統計学的に
有意な差を認めなかった（多変量 P=0.66）。二次的評価項目において、5日
間および 7 日間の重症度の曲線化面積は、両群で明らかな差を認めなかった
（5日間：9.9 vs. 10.2［多変量 P=0.52］、7日間：12.1 vs. 12.4［多変量 P=0.57］）。
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また、3系統の症状の 1つ以上が中等度以上の状態が、服用開始後 7日間に 2
日間以上出現した者についても、両群で明らかな差を認めなかった（葛根湯
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